
2002年度入学者選抜学力検査問題

（前期日程）

数 学
文系学部

（注　意）

1 問題紙は指示があるまで開かないこと。

2 答案用紙は 3枚である。

3 答えは，各問題番号が書かれた答案用紙の解答欄に記入すること。

4 答案用紙の網かけの部分や裏面には記入しないこと。

5 問題紙と下書き用紙は持ち帰ること。
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1. 関数 f(x) = − 3
4
x2 + 1

4
x+ 2 x − 15

16
に対して，次の問いに答えよ。

(1) f(x) ≦ 0を満たす xの値の範囲を求めよ。

(2) 関数 f(x)の最大値を求めよ。

(3) a > 0とするとき，
∫ a

−a

f(x) dx > 0を満たす aの値の範囲を求めよ。

2. 以下の問いに答えよ。

(1) f(x) = x3 − 6x2 − 96x− 80とする。x ≧ 14ならば f(x) > 0となる
ことを示せ。

(2) 自然数 aに対して，

b = 9a2 + 98a+ 80
a3 + 3a2 + 2a

とおく。bも自然数となるような aと bの組 (a, b)をすべて求めよ。
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3. f(z) = z4 + az3 + bz2 + cz + dを実数係数の 4次多項式とする。

(1) 複素数 αが方程式 f(z) = 0の解ならば，αと共役な複素数 αも解で
あることを示せ。

以下では，αは虚部が正で絶対値が 1より大きい複素数とし，α， 1
α
がと

もに方程式 f(z) = 0の解になっているものとする。

(2) 方程式 f(z) = 0の αと異なる解のうち，虚部が正であるものを β と
する。複素数平面において，点 αと点 β が直径の両端となる円を C

とする。C の中心と半径を，αの絶対値 rと偏角 θを用いて表せ。

(3) 原点 Oから (2)の円 C へ接線をひき，接点の 1つを wとする。wの
絶対値を求めよ。
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